
ちば県議会だより  平成26年［2014年］5月5日（月曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市町村役場などで入手できます。

http://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/index.html

自民党 53人
民主党 14人
公明党 7人
共産党 4人
市民ネット・社民・無所属 4人
みんなの党 3人
千葉県民の声 2人
生活 1人
いんば無所属の会 1人
 定数95人 現員89人
    （平成２６年３月１６現在）

ちば県議会だより  平成26年［2014年］5月5日（月曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成26年8月5日の予定です。
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「千葉県いじめ防止対策推進条例」を可決
　2月定例県議会において、議員提案による「千葉県いじめ防止
対策推進条例」が可決されました。
　この条例では、「いじめ」は絶対に許されず、何よりも子ども
を守るという視点に立ち、県の責務や市町村、県民等関係者の役
割を規定しています。
　主な特徴として、いじめ問題に対し関係者が連携して取り組む
ための「いじめ問題対策連絡協議会」の設置、スクールカウンセ
ラー等の適切かつ十分な配置などによる相談体制の充実、イン
ターネットを通じて行われるいじめへの対策、いじめの防止に関
する調査研究や対策の審議等を行う「いじめ対
策調査会」の設置などを定めています。
　また、県外に通学する児童等への対応も盛り
込んでいます。

２月定例県議会　知事あいさつ

平成26年度当初予算案
　「くらし満足度日本一」の実現に向け、次の3つの考え
方に立って編成した一般会計の当初予算規模は、前年
度比で1.9％増の1兆6,143億1,300万余円となって
います。
①総合計画「新　輝け！ちば元気プラン」の３つの基本
目標である「安全で豊かなくらしの実現」、「千葉の未
来を担う子どもの育成」、「経済の活性化と交流基盤
の整備」を着実に推進する。

②国の補正予算を積極的に活用し、平成２５年度２月
補正予算と一体で切れ目のない予算とし、県内経済
の活性化を図る。

③徹底した事務事業の見直しや歳入の確保に取り組
み、持続可能な財政構造の確立を目指す。

主な事業の概要  
１．県内経済の活性化
2020年には東京オリンピック・パラリンピックが開

催されます。成田空港を擁する本県としては、この機会
を最大限に活用していくことが重要です。
そこで、経済活性化やスポーツ・観光の振興、魅力発

信など、今後の戦略的な施策を官民一体となって検討
するとともに、オリンピック出場を目指すジュニア世
代の選手強化の取り組みに対し、新たに助成します。
また、東京湾アクアラインの通行料金800円を継続

するとともに、千葉の魅力を効果的に取り上げる映画・
テレビ番組等に対する助成を行います。
さらに、中小企業の積極的な設備投資を支えるため、

過去最大の融資枠5,700億円の中小企業振興資金を
継続するほか、茂原にいはる工業団地及び袖ケ浦椎の
森工業団地の早期分譲に向け実施設計を行うととも
に、トップセールスなどにより企業誘致を強力に推進
していきます。
また、産地連携による千葉県ブランドの統一を図る

など、オール千葉の体制で園芸農業の競争力を強化し
ます。
加えて、成田空港へのアクセス強化として重要な北

千葉道路の整備を促進するほか、観光地へのアクセス
道路の整備を進めるとともに、圏央道の大栄 -横芝間
についても事業の促進を図ります。

２．くらしの安全・安心の確立
中央防災会議が公表した新たな地震被害想定を踏ま

え、本県の詳細な被害想定を調査するほか、様々な地震
に対応した応援受入計画を策定するとともに、避難勧
告等の緊急情報をテレビやスマートフォン等の情報媒
体を通じて、即時に確認できるシステムを整備します。
また、九十九里海岸の堤防のかさ上げ・増設や県立

学校の耐震化を平成２７年度末までに完成させるた
め、事業費を大幅に増額するとともに、県有施設・イン
フラの整備、耐震化を進めます。
さらに、消防団の活性化、消防学校・防災研修セン

ターの整備などにより、地域防災力の向上を図ります。

加えて、コンビニ防犯ボックスの継続とともに、ひっ
たくりや車上荒らし等の防止のため、防犯カメラ設置
への助成を拡充するほか、不法ヤード対策として、捜査
支援システムや捜査用ビデオカメラの整備を大幅に拡
充するなど、防犯対策の一層の強化を図ります。

３．子ども・子育て世代への支援の充実
待機児童の解消に向け、民間保育所の施設整備と延

長保育への助成、放課後児童クラブへの支援増額など、
地域における子育て支援体制の充実を図ります。
また、児童虐待の未然防止、早期発見等のため、児童

相談所職員を増員するほか、総合的ないじめ防止基本
方針の策定を進めるとともに、小学校にもスクールカ
ウンセラーを配置するなど、いじめの根絶に向けた取
り組みを強化します。
さらに、特別支援学校の児童生徒数の増加に対応す

るため、空き校舎を活用した新設校の整備を加速する
ほか、私立学校の経常費補助では、国標準単価を措置
し、高校及び幼稚園には県単独での上乗せ補助額を更
に増額します。

４．医療・福祉の充実
地域医療を支える人材確保のため、医師修学資金と

保健師等修学資金の貸付枠を拡充するとともに、病院
内保育所への助成を増額します。
また、救急医療体制の強化のため、救命救急センター

の医師確保や施設整備への助成を増額するとともに、
東千葉メディカルセンターの整備費用を助成し、円滑
な運営を支援します。
さらに、24時間対応の訪問介護・看護サービスの普

及に向け、新たに初期段階の運営費助成を行い、介護事
業者等と連携したサービス付き高齢者向け住宅の整備
に対する県単独の補助制度を創設します。
加えて、障害者の就労・定着支援を強化するため、障

害者就業・生活支援センターの企業支援員を増員する
とともに、グループホームへの支援や強度行動障害者
に対する適切な支援実施のための研修を行います。

そのほか、平成25年度２月補正予算案や条例の制
定等の議案についての説明、袖ヶ浦福祉センターにお
ける虐待事件の検証状況と今後の対応についての報
告がありました。

千葉県議会ホームページ インターネット中継
　千葉県議会本会議（開会日、質問日、閉会日）をインターネッ
ト（生中継及び録画放送）でご覧いただけます。
　6月定例県議会からは、新たにスマートフォン・タブレット端
末でも視聴することができますので、ぜひご利用ください。
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